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JR福知山線脱線事故から 21年・・・ 
2005年 4月 25日に発生した福知山線脱線事故から２１年が経ちました。この事故により運転士

とお客さま 107名が亡くなりました。事故の直接的な原因は曲線制限を大幅に上回ったことによる

列車の脱線・転覆とされていますが、その背景は、ミスをした社員に対して懲罰的な日勤教育がお

こなわれていたという JR西日本の会社風土が原因とされています。 

すべては利益の追求のため＝稼ぐことが目的。 

会社にとって不都合な社員を排除するという経営姿勢でした。 

 

私たちが働く JR東日本は？？ 

なによりもまず「稼ぐこと」が JR 東日本の１番

の目的になっていませんか？？ 

また、この４月より新人事賃金制度となり、定期

昇給に評価が加わり、１から６まで区分化され、よ

り一層社員の分断化が懸念されています。私たちの

鉄道の仕事はチームワークで成り立っています。 

社員の分断化によりこれまで築いてきた安全文化

が蔑ろになり、福知山線脱線事故のような大きな事

故がいつ起きてもおかしくありません。 

「鉄道は稼ぐことよりも安全であることが 

最も大切です。」 

八王子地本からも５人の仲間が現地に行き、事故発生の 9時 18分に合わせ黙とうを捧げました。 

また、この日におこなわれた JR西労主催の安全集会に参加しました。 

この間 JR西労とは「被害者が加害者にされた武蔵小金井駅暴行事件」をはじめ多くの連帯をしてきました。 

 

 

 

被害者 Aさんも集会に参加し、挨拶をいたしました。 

・鉄道が好きで JRに入社したが、一連の事象を皮切りに懲戒処分、バスへの出向で鉄道から離れてしまった。 

・この間ともに連帯してくれた仲間とともに乗り越え、裁判闘争を最後まで闘っていく。 

・事故当時３歳だった私は「事故を知らない世代」である。労働組合に加入後事故を学ぶ機会が増えていて、事故の原

因は企業風土に問題があった事象も多いのではないかと思う。 

・「時代は繰り返す」という言葉があるが同じような時代を絶対に来させてはいけない。そのためにも風通しの良い職

場の実現することで、世界に誇る安全な鉄道を残すことができると思う。 

 

 安全な鉄道は風通しの良い職場から！！ 

全組合員の声で安全を創り出していこう！ 


